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重要度 謂 3 5 7 9 二㌦∴÷
























































落ち着き 好きな 親しみ 快い さわやか
図4:ワイン好きの評 価 基 準 の 重 要 度
ワインの総合的重要度 (ワイン好き)
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図6:ワイン好き (空腹)のナイアガラのニオ
イを喚いだときの0望Hb濃度変化
その結果がワインの評価を変えるという結
果を得られた｡
この変化は今回実験することができなかっ
た満腹状態で行 うなど生理状態量の変化を
大きくすることでさらに違いをみることが
できると思われる｡
また､お腹の状態による脳血流の変化は大
きくあらわれた｡噂好が違う人でもワインの
ニオイは食前ではリラックスを与え､食後に
は脳活動の活性化の効果と思われる結果を
得ることができた｡
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